　「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	項　目
	３．ホームレス自立支援に関する取り組み

	事業実績及び
事業効果
	事業名　ホームレス巡回相談指導事業、
ホームレス緊急一時宿泊事業

大阪府・市町村ホームレス自立支援推進協議会泉北・泉南ブロック事業として、ホームレス巡回相談指導事業を平成１６年２月より実施している。また平成２２年８月から新たに開始した緊急一時宿泊事業の利用者に対し、巡回相談員を派遣して住宅確保・就労支援等の相談支援を実施した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業効果

　　平成２１年度から平成２４年度の4年間に生活相談、住宅相談や医療相談指導など延べ2,167件の巡回相談指導を実施。施設管理者や福祉事務所と連携し、ホームレスの状況に応じた自立を促進するために、住宅確保までの緊急一時宿泊事業の活用、医療機関への受診支援、年金申請支援等実施した結果、堺市においては、平成２０年1月の全国調査で確認されたホームレス数96名が平成２５年１月の調査時には３９名となり、59.4％の減少となった。

	課題・問題点
	ホームレス巡回相談指導事業は平成１６年２月から実施している事業であり、継続してきた結果、年々ホームレスの数は減少の傾向にある。しかし、ホームレスの高齢化、野宿期間の長期化といった傾向が見受けられるとともに、ホームレスの人々が、多様な問題を重複して抱えていることが推測される。ホームレス状態からの脱却が困難な人々への支援が今後の課題である。

	計画に対する意見、今後の
取り組み方向
	緊急一時宿泊施設への巡回相談員の派遣については、ホームレスの自立支援対策として重要であり、尚且つ巡回相談員の役割は今後も必要不可欠である。

	市町村部局名
	堺市健康福祉局生活福祉部生活援護管理課　
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